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▲表彰状を手にした倉部君

▲手稲区体育館での練習

▲真剣な表情で指導を受け
　ます

　８月２５日に行われた、全国中学校体育大会の男子柔道（６０キロ級）個人
戦で準優勝した倉部愛一朗君。
　柔道を始めたのは、₄歳のときご両親に勧められて。続けてきて良かっ
たことは「体が鍛えられ、礼儀を重んじる大切さを学んだことです」と話
してくれました。
　通学している中学校に柔道部がないため、手稲区体育館の「札幌市手稲
柔道少年団」で毎週３日３時間ほど、大

おお

内
うち

基
もと

樹
き

先生をはじめとする先生方
の指導を受け、それ以外の日も近くの高校の柔道部で練習をしています。
放課後に練習に通うため「友人と遊ぶ時間が少なくなってしまう」と少し
残念そうに話す倉部君ですが、今回の全国大会で準優勝した時は「すごい
ね！」「おめでとう！」と友人に声をかけられ嬉しかったそうです。
　準優勝の感想は、「ここまでいけるとは思っていなかっただけに嬉しい
です。でも準優勝となるとやっぱり悔しい」と話し、続けて「ここまでの
成績を残せたのは、自分ひとりの力ではなく、指導をしてくれた先生や、
応援してくれたみんなのおかげです。期待に応えるためにも、練習を重ね
てインターハイでは優勝を目指したい」と力強く目標を語ってくれました。
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まちづくりを
　　サポートします

住みよい

まちセンの新たな取り組み

食 育

　区内に７カ所ある「まちづくりセンター」（まちセン）。平成16年に、「連絡所」から名称
を変更し、住民票の取り次ぎなど市民サービスの身近な提供の場から、さらに地域に密着し、
地域の課題解決活動のサポートをする場へと機能を広げました。
　まちづくりセンターになってから、3年が経過し、地域の活動も非常に盛んになってきて
います。今回は地域主体の活動を側面からサポートするまちづくりセンターの事例の一部を
ご紹介します。

　各まちセンでは、地域の話題をお伝えする「地域情報誌」を発行しています。

　この地域情報誌は、地域内で回覧しまちセンで配布するほか、手稲区のホームペ

ージにも掲載しています。

手稲区ホームページ「ていねっていいね」まちづくりセンターのページ

　　ＵＲＬ　http://www.city.sapporo.jp/teine/machi_center/

情報誌は、各まちづくりセンターのページの下部にＰＤＦ形式で掲載しています。

星置地区では、福祉のま
ち推進センターとまちセン
が協働し、食育の取り組み
を進めています。食育とは、
生涯を通じて健全な食生活
を送るため、食について考
える習慣や知識などを学ん
でいくもの。
　昨年から始めた食育講座
「おいしい教室」は、『味
の教室』と『料理教室』の
2部構成。親子で楽しく参

加します。『味の教室』では小さなカップに入った食品を味見しながら、
甘味、酸味、塩味、苦味などを感じたり、精製塩と自然塩、昆布とかつ
お節で作った吸い物とうま味調味料で作った吸い物などのブラインドテ
ストに挑戦しました。
　また、児童会館とタイアップして行われた食育講座「遊星キッチン」
は小学生が対象。子どもたちは大好きなハンバーグやマヨネーズ作りに
チャレンジしました。どの講座も、調理師免許を持つまちセン所長が講
師を務めました。	

▲コック姿の
所長に子ども

たちは大喜び

▲�マヨネーズ作り
「まだまだかなぁ」

▲「�ハンバーグとサラダ、上手
にできました！」
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まちづくりを
　　サポートします

住みよい

まちセンの新たな取り組み

食 育

まちづくりセンター 住所 電話
手稲（手稲コミュニティセンター内）手稲本町3-1 ☎681-2131
手稲鉄北（手稲区体育館内） 曙2-1 ☎684-0048
前田 前田6-9 ☎683-4422
新発寒（新発寒地区センター内） 新発寒5-4 ☎684-5557
富丘西宮の沢 富丘2-2 ☎685-4745
稲穂金山 稲穂3-5 ☎684-4020
星置（星置地区センター内） 星置2-3 ☎695-3222

　各まちセンは、それぞれの地域の特性などを踏まえそ
の地域に合ったまちづくりを住民のみなさんと一緒にな
って考えています。今回ご紹介したのは、いずれもまち
センが関わる地域の活動事例のほんの一例です。
　このほかにも、いろいろな取り組みがありますので、
回覧などで目にしたときは、ぜひ一度ご参加ください。
また、自分たちの住むまちをより良くするために、まち
づくり活動に興味を持った方は、お近くのまちセンまで。
このページに関するお問い合わせは　　手稲区役所地域振興課まちづくり調整担当　☎681-2400（内線219・227）

前田まちセンでは、前田地区の魅力発見事業とし
て「前田の宝さがし」プロジェクトを進行中です。
こちらは所長が世話人となり、連合町内会や商店街
振興組合、地区内の大学に通う学生など地域住民が
主体となって事業の企画検討を行っています。初回
は一人一人前田にある魅力的な場所、活動、人、も
の、歴史など、どのようなものを宝とするかを挙げ
ることから始めました。今後はより具体的な宝さが
しの方法や、活用方法などについて検討していく予
定です。

富丘西宮の沢地区は自然が豊かな反面、住民の
目が届きにくい場所にごみの不法投棄が多いとい
う問題を抱えています。そのため、富丘連合町内
会では不法投棄撲滅パレードやパトロールなどを
行ってきました。本年度は地域の大学で不法投棄
の研究をしているゼミをまちセンが紹介したこと
がきっかけとなり、同地区から不法投棄を一掃す
る機運がさらに高まり「ストップ・ザ・不法投棄
in富西」と題した講演会が9月25日に行われました。
　当日は北海道工業大学の椎

し い

野
の

亜
あ

紀
き

夫
お

准教授がご
み問題と対策について講演を行い、その後ゼミの
学生も交えて意見交換を行い
ました。また、ごみステーシ
ョンに番号を付け、調査を行
っている町内会の事例なども
報告され、参加した住民は、
不法投棄撲滅への思いをさら
に強くしました。

新発寒地区では６月に地域と協働で「まちづくり
と生涯学習」講演会と自分再発見講座が行われまし
た。この中で多くの知識を蓄え、さまざまな人生経
験を積まれた方が、それらを地域に還元できるよう
にするため、自分のできることややりたいことなど
を考えました。

生きがいづくり・生涯学習

環境・ごみ問題対策

地域資源の活用安全・安心な暮らし

▲「前田の宝さがし」
　プロジェクト企画
　検討会議の様子

▲講演会の様子

▲危険個所を地図に記入▲公園で危険な個所探し

▲�手稲中央少年消防クラ
ブによる防火の誓い

▲�手稲区長から賞状
の授与

稲穂金山地区の手稲西小学校では、9月18日に
子どもたちによる「セーフティマップづくり」が行
われました。これは、子どもたち自身が実際にまち
を歩き、身の回りの危険な個所を発見し、地図を描
いていく過程を通じて、危険に遭わない力を育てよ
うというもの。稲穂金山地区青少年育成委員会の方
が企画し、取り組みを進めるにあたっては、まちセ
ンが、将来にわたり地域が自主的に活動を続けてい
くためのきっかけづくりとしての支援を行いました。

新発寒地区では、区内で、死亡交通事故、車上ね
らいなどの犯罪、不審者の発生ならびに子どもへの
声かけなどの問題が起きていることから、決意も新
たに、地域の安全で安心なまちづくりを進めるため、
7月に「第１回新発寒地区交通安全と安心・安全ま
ちづくり大会」を開催しました。

手稲地区では、7月8日に30回目の「安全な街づ
くり宣言大会」を行い、安全安心なまちづくりを目
指すことを誓いました。今年は学校、町内会、まち
センが連携して、地区の小学生から安全安心にちな
んだ標語を募集し、この大会で優秀作品の作成者に
対し表彰が行われました。

手稲鉄北地区では地域とまちセンが協働して、災
害時における地域力向上のための図上訓練の普及や、
ごみの不法投棄を含む環境問題に関する対応策を講
じていくため、これらに関わる講演会などの開催に
ついて企画検討しているところです。
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手
稲
中
央
の
宝
物

＝手稲まちづくりセンター＝

手稲区の７つのまちづくりセンターから各地区の話題をお届けします。

まちセンだよりまちセンだよりまちセンだより

手
稲
山
の
す
そ
野
に
広
が
る
住
宅
地
と
、
駅
前
を
中
心
に
商
店
や
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
る
手
稲
本
町
地
区
。

今
回
は
、
手
稲
の
宝
と
い
え
る
、
手
稲
山
の
魅
力
と
商
店
街
の
若
者
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
魅
力
あ
る
手
稲
山

　

手
稲
山
は
、
開
発
の
進
ん
だ
今

も
自
然
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
山
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
皆
さ
ん
は
そ
の
自
然
を
と

て
も
大
切
に
さ
れ
、
四
季
折
々
の

姿
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

手
稲
区
役
所
で
は
今
年
、
山
の

魅
力
を
知
る
き
っ
か
け
に
と
「
草

花
ガ
イ
ド
」
の
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
の
が
「
や
ま
な
み

手
稲
」
と
い
う
山
を
愛
す
る
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
で
、
手
稲
本
町
在

住
の
濱
谷
義
昭
さ
ん
（
66
）
が
そ

の
世
話
役
を
務
め
て
い
ま
す
。　

 

８
月
初
旬
、
会
の
皆
さ
ん
は
山

頂
付
近
に
咲
く
「
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
」

を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　

鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
花
が
一

面
に
咲
く
光
景
は
、
幻
想
的
で
本

当
に
見
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

毎
週
の
よ
う
に
手
稲
山
に
通
う

濱
谷
さ
ん
は
「
山
の
表
情
は
い
つ

も
素
晴
ら
し
く
、
決
し
て
飽
き
る

こ
と
が
な
い
で
す
よ
」
と
、
そ
の

魅
力
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
の
便
に
恵
ま
れ
、
登
山
道

が
整
備
さ
れ
て
い
る
手
稲
山
。
皆

さ
ん
も
気
軽
に
手
稲
山
に
足
を
運

び
、
そ
の
魅
力
を
発
見
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
若
者
た
ち
の
活
躍

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
お
祭
り

シ
ー
ズ
ン
。
楽
し
い
お
祭
り
を
支

え
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
地
域

の
方
々
で
す
。
中
で
も
と
り
わ
け

目
立
っ
て
い
る
の
が
、
手
稲
本
町

商
店
街
振
興
組
合
の
青
年
部
と
そ

の
仲
間
た
ち
の
活
躍
で
し
ょ
う
。

　

８
月
初
旬
の
「
は
し
ご
酒
大

会
」
を
皮
切
り
に
、
「
盆
踊
り
ま

つ
り
」
「
ど
じ
ょ
う
ま
つ
り
」
が

次
々
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
に
は
い
つ
も
、
こ
の
若
者
た
ち

の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
た
向
き

に
動
き
回
る
姿
は
ま
ぶ
し
く
、
今

や
地
域
の
取
り
組
み
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

今
年
の
春
、
商
店
や
飲
食
店
が

連
な
る
二
十
四
軒
手
稲
通
り
に
、

黄
金
色
の
花
を
付
け
る
キ
ン
グ
サ

リ
（
金
鎖
）
の
木
が
試
験
的
に
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
植
樹
は
、

地
域
の
方
々
と
と
も
に
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
青

年
部
の
思
い
で
実
現
し
た
も
の
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
見
て
い
る

と
、
育
っ
た
「
ま
ち
」
へ
の
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
は
、
そ
ん
な
若
者
た
ち

の
活
躍
を
後
押
し
し
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
ま
す
。

▲焼き鳥を焼く青年部の皆さん

▲やまなみ手稲の皆さん

▲ヤナギランの群落を歩く

▲どじょうまつりの様子

は
ま
た
に
よ
し
あ
き
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◆
お
正
月
料
理
「
洋
風
お
せ
ち
で

お
も
て
な
し
」

内
容　

ポ
ッ
ト
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、

サ
ー
モ
ン
マ
リ
ネ
紅
白
梅
生
酢
添

え
、
レ
ン
ジ
で
作
る
酢
ば
す
（
蓮
）、

野
菜
の
雑
煮
風
ス
ー
プ
ほ
か
。

日
時　

12
月
18
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午
。

対
象　

区
内
在
住
の
15
歳
以
上
の

方
（
学
生
は
除
く
）。

定
員　

先
着
14
人
。

費
用　

受
講
料
900
円
、
教
材
費
千

500
円
（
開
講
日
納
入
）。

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

食
品
保
存
容
器
、
筆
記
用
具
。

申
込　

12
月
4
日
㈫
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
。

　
　
　
　
　
　
　

星
置
地
区
セ
ン

タ
ー
（
星
置
2
条
3
丁
目
）　　

☎
(695)
3
2
2
0

◆
医
療
講
演
会
の
ご
案
内

◆
手
稲
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
〜
締
め
切
り
迫
る
〜

　
「
手
稲
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」
を
使
っ
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
掲
載

の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
ス
タ
ン
プ
を

3
つ
集
め
る
と
先
着
300
人
に
記
念

品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
お
り
、
実
施
期
間
が

11
月
30
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
秋
の
自
然
や
町
並
み
を
眺
め

な
が
ら
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

※
手
稲
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
、

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
配
布
場
所
と
ス

タ
ン
プ
設
置
場
所
は
保
健
セ
ン
タ

ー
、
区
内
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
。
記
念
品
贈
呈
場
所
は
保
健
セ

ン
タ
ー
。

◆
続
け
て
み
よ
う
一
カ
月
ヘ
ル
シ

ー
教
室

　

動
脈
硬
化
な
ど
を
引
き
お
こ
す

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防
し
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

内
容
・
日
時　

左
表
の
と
お
り
。

対
象　

区
内
在
住
の
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
。

定
員　

先
着
10
人
。

申
込　

11
月
12
日
㈪
〜
19
日
㈪
に
、

電
話
で
申
し
込
み
。

　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
前
田
1
条
11
丁
目
）　　
　
　

☎
(681)
1
2
1
1

　

絵
本
の
良
さ
や
読
み
聞
か
せ
の

魅
力
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

楽
し
い
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

テ
ー
マ　

エ
プ
ロ
ン
お
じ
さ
ん
の

「
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
読
み
聞

か
せ
」

講
師　

別
院
清
氏
（
日
本
子
ど
も

の
本
研
究
会
和
歌
山
支
部
長
）。

日
時　

12
月
3
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
40
分
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
区
民

ホ
ー
ル
（
前
田
1
条
11
丁
目
）。

対
象　

絵
本
や
読
み
聞
か
せ
に
興

味
の
あ
る
方
。※
受
講
中
は
託
児

を
行
い
ま
す
（
先
着
50
人
）。

定
員　

200
人
。

申
込　

11
月
12
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
。

　
　
　
　
　
　
　

健
康
・
子
ど
も

課
子
育
て
支
援
係
☎
(681)
2
4
0
0

内
線
555

　

市
税
の
納
付
や
相
談
に
つ
い
て
、

平
日
の
日
中
に
時
間
の
取
れ
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

夜
間
相
談
日　

11
月
26
日
㈪
〜
30

日
㈮
の
午
後
8
時
ま
で
。

休
日
相
談
日　

12
月
1
日
㈯
、
2

日
㈰
の
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
。

場
所　

区
役
所
2
階
④
番
窓
口

（
前
田
1
条
11
丁
目
）。

　
　
　

納
税
課
☎
(681)
2
4
0
0

内
線
265
〜
271
・
275

絵
本
の
講
演
会

　
　
　
　

参
加
者
募
集

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

夜
間
休
日
納
税
相
談

人　口　138,623人　（+8）
世帯数　  54,009世帯（+67）
　　　（　）内は前月比
　　　 10月1日現在

11月11日から12月10日までの区内の情報です

手稲区シンボルマーク

申
込
先
・
詳
細

申
込
先
・
詳
細

星
置
地
区

　
　
　

セ
ン
タ
ー
か
ら

申
込
先
・
詳
細

詳
細

べつ　
い
ん　
き
よ
し

脳血管の病気について

堀田晴比古氏
（札幌秀友会

病院医師）
11月7日（水）
午後2時～3時30分
金山会館
（金山2条2丁目）

脳の健康について

布村充氏
（手稲脳神経外科
クリニック医師）

11月15日（木）
午後3時～4時
富丘西宮の沢会館
（富丘2条2丁目）

認知症について

宮本礼子氏
（西成病院医師）

11月16日（金）
午前11時～正午
手稲コミュニティセンター
（手稲本町3条1丁目）

区内在住の方。
申し込み不要。当日直接会場へ。

内容 場所

1
日
目

2
日
目

3
日
目

※3日間で1コース。参加無料ですがプールのロッカー代（50円）は自己負担です。

日時
計測（BMI、ウエスト径）
講話「ヘルシー食生活」
講話「健診結果は体のサイン」
講話「水中運動について」
運動実習「水中ウオーキング」
計測（BMI、ウエスト径）
講話「有酸素運動について」
運動実習「ウオーキング」など

ほっ た はる ひ こ ぬのむらみつる みやもとれい こ

「子どもとの遊び方がわからないなど育児に
ついて悩んでいるけど、相談相手がいない！」、
「どんな子育てサービスがあるかわからず、
サービスを利用したことがない！」など子育
てに関する相談を希望するご家庭へ区役所の
保育士が訪問する事業を期間延長して試行実
施しています。無料。詳しくはお問い合わせ
ください。なお、健康・子ども課では、各種
相談などを随時受け付けております。

対象　　　乳幼児を育てている家庭
　　　　　　　　　　（区内在住の方）。
受付期間　３月31日（月）まで。
受付時間　午前９時～午後５時。
訪問日時　月曜～金曜日（祝日を除く）。
　　　　　午前10時～午後４時。
その他　　原則１回、１時間以内。

申込先・詳細　健康・子ども課子育て支援係

専用電話番号　☎691-0874

出前子育て相談
「ピンポ～ン　こんにちは」事業の
試行実施延長のお知らせ

おはなし

テーマ

講師

日時

場所

対象
申込

11月26日（月）
午後1時30分
～3時30分
11月30日（金）
午後2時～4時
12月19日（水）
午後1時30分
～3時30分

保健センター
2階講堂
（前田1条11丁目）
手稲曙温水プール
（曙2条1丁目）
区民センター
2階区民ホール
（前田1条11丁目）

手稲　� 2007ー●11 ー広報さっぽろ



◆
手
打
ち
そ
ば
教
室

日
時　

12
月
7
日
㈮
午
後
6
時
〜

8
時
。

定
員　

先
着
16
人
。

費
用　

受
講
料
900
円
、
材
料
費
千

円
（
申
し
込
み
時
納
入
）。

申
込　

11
月
12
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
窓
口
で
申
し
込
み
。

◆
お
正
月
料
理
教
室

日
時　

12
月
10
日
㈪
午
前
10
時
〜

正
午
。

定
員　

先
着
16
人
。

費
用　

受
講
料
900
円
、
材
料
費
千

500
円
（
申
し
込
み
時
納
入
）。

申
込　

11
月
12
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
窓
口
で
申
し
込
み
。

◆
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
体
験
教
室

日
時　

11
月
13
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午
。

※
参
加
無
料
で
自
由
に
見
学
、
体

験
可
能
。
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
窓

口
で
事
前
に
連
絡
。

　
　
　
　
　
　
　

新
発
寒
地
区
セ

ン
タ
ー
（
新
発
寒
5
条
4
丁
目
）

☎
(684)
5
5
7
1

フ
ァ
ク
ス
(684)
5
5
7
3

◆
女
性
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

A
ラ
ン
ク
（
3
年
以
上
）、
B

ラ
ン
ク
（
3
年
未
満
）
別
に
ダ
ブ

ル
ス（
ペ
ア
は
抽
選
）で
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈰
午
前
9
時
〜

午
後
3
時
。

対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方
（
学
生
を
除
く
）。

定
員　

各
ラ
ン
ク
先
着
20
人
。

参
加
料　

500
円
（
申
し
込
み
時
納

入
）。

申
込　

11
月
16
日
㈮
午
前
10
時
か

ら
受
け
付
け
。
電
話
不
可
。

◆
キ
ム
チ
漬
け
と
韓
国
料
理
講
習

内
容　

韓
国
名
物
キ
ム
チ
漬
け
の

作
り
方
を
習
い
、
韓
国
料
理
の
お

話
も
聞
き
ま
す
（
作
っ
た
キ
ム
チ

は
お
持
ち
帰
り
）。

日
時　

11
月
28
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午
。

対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方
（
学
生
を
除
く
）。

定
員　

先
着
20
人
。

参
加
料　

2
千
500
円
（
材
料
費
込

み
、
申
し
込
み
時
納
入
）。

申
込　

11
月
20
日
㈫
午
前
10
時
か

ら
受
け
付
け
。
電
話
不
可
。

◆
手
打
ち
そ
ば
講
習

内
容　

め
ん
の
打
ち
方
の
基
本
技

術
を
習
い
、
お
い
し
い
手
作
り
そ

ば
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時　

12
月
12
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分
。

対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方
（
学
生
を
除
く
）。

定
員　

先
着
20
人
。

参
加
料　

千
円
（
材
料
費
込
み
、

申
し
込
み
時
納
入
）。

申
込　

12
月
4
日
㈫
午
前
10
時
か

新
発
寒
地
区

　
　
　

セ
ン
タ
ー
か
ら

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
か
ら

ら
受
け
付
け
。
電
話
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
手
稲
本
町
3
条

1
丁
目
）☎
(681)
2
1
3
3

　

10
月
1
日
㈪
に
住
居
表
示
が
実

施
さ
れ
た
明
日
風
地
区
の
投
票
所

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◆
稲
陵
中
学
校
（
曙
7
条
2
丁

目
）
明
日
風
1
〜
2
丁
目
、
5
〜

6
丁
目
。

◆
星
置
中
学
校
（
星
置
3
条
5
丁

目
）
明
日
風
3
〜
4
丁
目
。

　
　
　

手
稲
区
選
挙
管
理
委
員
会

☎
(681)
2
4
0
0
内
線
216
〜
218

詳
細

申
込
先
・
詳
細

申
込
先
・
詳
細

手
稲
区
選
挙
管
理

　

委
員
会
か
ら

保健センターから保健センターから 前田１条11丁目　☎681-1211

▼次の方は費用が免除となります
〈1〉①70歳以上の方

②65歳以上の老人保健法医療受給者
確認書類　70歳以上であることが証明できるもの（健康
保険証、運転免許証など）。65～69歳の方は老人保健法医
療受給者証
※65～69歳の方で道老または老の老人医療費受給者証
の方は免除になりません。

〈2〉40歳以上の方で、生活保護を受けている方
確認書類　生活保護受給証明書

〈3〉40歳以上の方で、市民税非課税の世帯に属する方
確認書類　市民税課税証明書

◎なお、65歳以上の方に関しては、以下の方法で市民税非課税
世帯に属することの確認ができます。
→介護保険料納入通知書（介護保険料特別徴収通知書）の保険
料段階が「第１～３段階」。　

◆胃がん大腸がん検診のお知らせ◆

　11月に集中的にがん検診を行います。まだ検診されて
いない方はどうぞこの機会に受診されるようおすすめし
ます。
　11月以外は、毎月第４火曜日に実施しています。

実施日　11月26日（月）～30日（金）。
受付時間　午前８時45分～10時。
会　場　保健センター１階（前田１条11丁目）。
対　象　40歳以上の方。
料　金　・胃がん検診のみ ：700円
　　　　・大腸がん検診のみ：600円
　　　　・上記の両方 ：1,100円
申　込　窓口または電話でお申し込みください（予約制）。

※大腸がん検診を受けられる方は申し込み後、
受診票と大腸がん検診検体キットを保健セン
ターに取りに来てください。

手稲　�2007ー●11 ー広報さっぽろ

広告



◆
手
稲
区
民
ダ
ン
ス
の
集
い

日
時　

11
月
16
日
㈮
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
区
民

ホ
ー
ル
（
前
田
1
条
11
丁
目
）。

費
用　

300
円
。

持
ち
物　

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ヒ

ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
。

申
込　

当
日
直
接
会
場
へ
。

◆
手
打
ち
そ
ば
づ
く
り

日
時　

11
月
30
日
㈮
。
午
前
コ
ー

ス
・
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
。

午
後
コ
ー
ス
・
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
3
階
料
理

実
習
室
。

対
象　

区
内
在
住
の
方
（
中
高
生

は
除
く
）。

定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
16
人
。

費
用　

受
講
料
千
100
円
、
材
料
費

千
円
。

申
込　

11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
で

申
し
込
み
。
費
用
は
11
月
19
日
㈪
、

20
日
㈫
に
区
民
セ
ン
タ
ー
1
階
窓

口
に
直
接
納
入
。
時
間
は
と
も
に

午
前
9
時
〜
午
後
7
時
。

◆
ク
リ
ス
マ
ス
講
座

内
容　

①
か
わ
い
い
リ
ー
ス
と
②

本
格
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を
簡

単
に
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時　

①
12
月
5
日
㈬
午
前
10
時

〜
正
午
。
②
12
日
㈬
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分
。
全
2
回
。

会
場　

①
区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
第

4
会
議
室
。
②
3
階
料
理
実
習
室
。

対
象　

区
内
在
住
か
お
勤
め
の
15

歳
以
上
の
方
（
中
高
生
は
除
く
）。

※
希
望
者
に
は
託
児
を
行
い
ま
す
。

定
員　

先
着
16
人
。

持
ち
物　

①
ク
ラ
フ
ト
用
の
は
さ

み
、
袋
。
②
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
。

費
用　

受
講
料
2
千
300
円
、
材
料

費
千
500
円
。

申
込　

11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
で

申
し
込
み
。
費
用
は
11
月
19
日
㈪

〜
21
日
（水）
に
区
民
セ
ン
タ
ー
1
階

窓
口
に
直
接
納
入
。
時
間
は
と
も

に
午
前
9
時
〜
午
後
7
時
。

◆
区
民
セ
ミ
ナ
ー

「
脳
卒
中
の
最
前
線
」

講
師　

板
本
孝
治
氏
（
手
稲
渓
仁

会
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
）。

日
時　

11
月
29
日
㈭
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
。

場
所　

区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
第
1

・
2
会
議
室
。

対
象　

区
内
在
住
か
お
勤
め
の
方
。

定
員　

先
着
60
人
。

申
込　

11
月
12
日
㈪
〜
27
日
㈫
の

午
前
9
時
〜
午
後
7
時
に
電
話
で

申
し
込
み
。
参
加
無
料
。

　
　
　
　
　
　
　

区
民
セ
ン
タ
ー

☎
(681)
5
1
2
1

　

平
成
17
年
度
か
ら
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
手
稲
橋
の
架
換
工
事

が
完
了
し
、
12
月
7
日
㈮
よ
り
開

通
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
正
午

か
ら
通
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

建
設
局
道
路
課　
　
　
　

☎
(211)
2
6
1
7

◆
冬
の
お
た
の
し
み
会

　

12
月
8
日
㈯
午
後
2
時
〜
3
時
。

読
み
聞
か
せ
の
会
「
わ
ら
び
」
に

よ
る
人
形
劇
「
て
ぶ
く
ろ
」
ほ
か
。

◆
楽
し
い
お
話
会

　

11
月
17
日
㈯
、
24
日
㈯
、
12
月

1
日
㈯
の
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
。

◆
子
ど
も
映
画
会

　

11
月
17
日
㈯
、
12
月
1
日
㈯
の

手
稲
山
麓
線
手
稲
橋　

　

開
通
の
お
知
ら
せ

曙
図
書
館
か
ら

区
民
セ
ン
タ
ー
か
ら　

午
後
3
時
5
分
か
ら
30
分
程
度
。

※
11
月
14
日
㈬
は
施
設
点
検
日
の

た
め
、
28
日
㈬
は
図
書
整
理
日
の

た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

曙
図
書
館
（
曙
2
条
1
丁

目
）☎
(685)
4
9
4
6

◆
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
第
5
期
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。
お
忘
れ
の
方
は
お
早
め
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
情
が
あ
っ
て
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夜
間
相
談
日　

11
月
20
日
㈫
、
22

日
㈭
、
27
日
㈫
、
29
日
㈭
の
午
後

8
時
ま
で
。

場
所　

区
役
所
2
階
②
番
窓
口

（
前
田
1
条
11
丁
目
）。

◆
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
預
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
区

役
所
保
険
年
金
課
へ
。

　
　
　

保
険
年
金
課
収
納
係　
　

☎
(681)
2
4
0
0
内
線
394
・
395

申
込
先
・
詳
細

詳
細

詳
細

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

詳
細

い
た  

も
と  

こ
う   
じ

午後4時15分
～5時15分

手稲区体育館から手稲区体育館から 曙２条１丁目☎684-0088

◆スポーツ講習会受講者募集◆

　講習会名 実施期間 実施時間 受講料

1月15日
～3月4日

キッズサッカー
（ミニサッカー）

20 8 火 4,800円

曜日回数定員

対象　小学1・2年生。
申込　11月13日（火）～19日（月）の午前10時～午後8時。電話また

は、直接ご来館ください。
抽選　定員を超える場合は11月21日（水）午後3時から同体育館1階多目

的室で抽選を行います（電話のお問い合わせは午後4時以降）。
受講料納入　11月21日（水）～27日（火）に同体育館に来館し納入。
※「受講可能」となった場合、その権利を他人に（家族でも）譲渡す
ることはできません。

※定員に満たない場合は、中止することがありますのでご了承ください。

手稲の初冬の風物詩となりました。今年も皆さまに感動をお届
けします。ご期待ください。
日　時　12月２日（日）正午～午後３時。
場　所　区民センター２階区民ホール（前田１条11丁目）。
入場料　無料。
出演団体（当日変更になる場合があります）

詳細　地域振興課地域活動担当　 ☎681-2400 内線256

団体名 演奏種別 団体名 演奏種別

第17回ていね音楽祭第17回ていね音楽祭

新発寒すみれ会

キキ

トキ・サークル

タンネコール

トトロ

ティンカーベル

エスペランサ

和

大正琴

手話コーラス

ウクレレ

コーラス
ベル

コーラス

ギター三重奏

ピアノ＆オカリナ

コール・ドルチェ

サニー・フィルズ

コーロ・ステラ

たんぽぽ

つばさ

オレンジ・ペコ

すいか
コーラス

コーラス

コーラス
ジャズバンド

ギターインスト

オカリナ

トランペット

手稲　� 2007ー●11 ー広報さっぽろ



◆
第
2
回
介
護
予
防
ま
つ
り
開
催

　

11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
に
左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　
「
介
護
予
防
」
に
つ
い
て
、
様
々

な
世
代
の
方
と
交
流
し
な
が
ら
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
？

※
年
賀
は
が
き
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
用
を
持
参
し
イ
ン
ク
が
な
く
な

り
次
第
終
了
。
印
刷
は
裏
面
と
ご

自
分
の
住
所
の
み
で
す
。

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
開
講

内
容　

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
講

座
に
新
し
く
自
由
参
加
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
講
座
が
開
講
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈪
〜
12
月
17
日

㈪
の
毎
週
月
曜
日
午
後
1
時
〜
3

時
。

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
1
階
多
目
的

室
（
曙
2
条
1
丁
目
）。

申
込　

当
日
直
接
会
場
へ
。
参
加

無
料
。

　
　
　

手
稲
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
(684)
3
1
3
1

　

毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

期
間
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
手

稲
区
と
地
域
か
ら
男
女
共
同
参
画

を
推
進
し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
て
い
ね
」

で
は
、
次
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
パ
ネ
ル
展

期
間　

11
月
12
日
㈪
〜
25
日
㈰
。

会
場　

J
R
手
稲
駅
自
由
通
路

「
あ
い
く
る
」。

◆
D
V
講
演
会

演
題　

身
近
に
あ
る
D
V
に
つ
い

て
。

講
師　

梶
井
祥
子
氏
（
北
海
道
武

蔵
女
子
短
期
大
学
准
教
授
）。

日
時　

12
月
7
日
㈮
午
後
6
時
30

分
〜
8
時
30
分
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
第

1
・
2
会
議
室
（
前
田
1
条
11
丁

目
）。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

定
員　

60
人
程
度
。

費
用　

無
料
。

申
込　

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
　
　

地
域
振
興
課
地
域
活
動
担

当
☎
(681)
2
4
0
0
内
線
256

　

手
稲
の
街
・
人
・
自
然
・
暮
ら

し
な
ど
を
題
材
に
「
て
い
ね
っ
て

い
い
ね
」
と
感
じ
た
も
の
を
写
真

で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

過
去
に
撮
影
し
た
写
真
で
も
可
。

応
募
写
真
は
J
R
手
稲
駅
自
由
通

路
「
あ
い
く
る
」
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

対
象　

区
内
在
住
か
、
お
勤
め
の

方
。

条
件
・
そ
の
他　

カ
ラ
ー
、
白
黒
、

デ
ジ
タ
ル
写
真
（
い
ず
れ
も
プ
リ

ン
ト
で
提
出
、
サ
イ
ズ
自
由
）
。

応
募
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

応
募
者
に
は
特
製
「
あ
い
く

る
」
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
差
し
上
げ

ま
す
。

申
込　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
12
月
14
日
㈮
ま
で
に

郵
送
（
必
着
）
か
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
区
役
所
総
務
企
画

課
（
前
田
1
条
11
丁
目
）、
J
R

手
稲
駅
自
由
通
路
「
あ
い
く
る
」

掲
示
板
（
手
稲
本
町
1
条
4
丁

目
）
で
配
布
。

　
　
　
　
　
　
　

総
務
企
画
課
地

域
安
全
担
当

☎
(681)
2
4
0
0
内
線
288

手
稲
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
か
ら

「
て
い
ね
っ
て
い
い
ね
」

写
真
を
募
集

D
V
根
絶
に
向
け
て

詳
細

詳
細

申
込
先
・
詳
細

か
じ   

い　
し
ょ
う 

こ

しま むら や え こ

催し物
記念講演「自分で作ろうケアプラン」

講師　島村八重子氏
（全国マイケアプランネットワーク代表）

健康相談・体力測定
北海道大学調査報告会

歌声喫茶
※年賀状印刷

福祉用具展示会・介護状態擬似体験

講座・サークル発表＆体験

時間

午後１時～３時

午前10時～正午
午前10時～11時

午前10時～午後３時

午前11時～午後０時30分
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